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１
１
支
庫
め
ぐ
り
一

〔
来
歴
と
概
要
〕
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
に
は
多
量
か
つ
良
質
の

古
医
学
害
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
基
幹
は
江
戸
時
代
の
紅
葉
山

文
庫
蔵
書
・
江
戸
医
学
館
蔵
書
・
昌
平
坂
学
問
所
蔵
書
に
由
来
す
る
。

紅
葉
山
文
庫
（
楓
山
秘
府
）
は
徳
川
家
康
の
蒐
集
か
ら
始
ま
り
、
家

光
の
時
代
か
ら
は
書
物
奉
行
が
置
か
れ
、
学
問
を
積
極
的
に
奨
励
し

た
吉
宗
、
そ
し
て
近
藤
重
蔵
が
書
物
奉
行
と
な
っ
た
文
化
文
政
間
を

経
て
収
蔵
量
を
増
し
、
幕
末
頃
に
は
十
万
冊
に
達
し
て
い
た
と
い
わ

れ
る
。
将
軍
家
に
対
し
、
諸
大
名
・
公
卿
・
幕
臣
・
僧
侶
・
医
師
ら

か
ら
は
胄
重
な
蔵
書
が
献
上
さ
れ
た
。
国
内
の
新
刊
書
は
献
上
が
義

務
づ
け
ら
れ
て
い
た
し
、
中
国
で
出
版
さ
れ
る
い
わ
ゆ
る
唐
本
は
長

崎
を
通
じ
て
輸
入
さ
れ
、
優
先
的
に
紅
葉
山
文
庫
に
入
る
シ
ス
テ
ム

に
な
っ
て
い
た
。
中
国
か
ら
の
舶
載
害
は
新
刊
に
限
ら
ず
古
書
も
あ

っ
た
し
、
文
庫
よ
り
中
国
に
発
注
す
る
こ
と
も
行
わ
れ
た
。
利
用
は

幕
府
関
係
者
に
限
定
さ
れ
て
い
た
。

江
戸
医
学
館
は
多
紀
家
の
主
宰
し
た
中
央
の
医
学
研
究
教
育
機
関

で
、
多
紀
家
の
私
塾
・
踏
寿
館
が
寛
政
三
年
（
一
七
九
二
に
官
営
と

な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
同
館
に
は
多
紀
家
（
聿
修
堂
）
が
精
力
を
注
い

で
広
く
蒐
集
し
た
医
薬
関
係
の
善
本
が
集
積
さ
れ
活
用
さ
れ
た
。

昌
平
坂
学
問
所
（
昌
平
豊
は
も
と
林
羅
山
お
よ
び
そ
の
子
孫
の
私

国
立
公
文
書
館
ｌ
内
閣
文
庫

(｜）

塾
で
あ
っ
た
が
、
寛
政
九
年
に
幕
府
の
儒
学
教
育
機
関
（
大
学
）
と
な

っ
た
。
そ
の
蔵
書
中
に
は
多
数
の
医
学
害
が
含
ま
れ
て
い
た
。

こ
れ
ら
紅
葉
山
文
庫
・
江
戸
医
学
館
・
昌
平
坂
学
問
所
の
蔵
書
は

幕
府
崩
壊
に
と
も
な
い
明
治
新
政
府
に
引
き
継
が
れ
た
。
紅
葉
山
文

庫
蔵
耆
は
修
史
館
文
庫
・
太
政
官
文
庫
を
経
て
明
治
十
八
年
に
内
閣

文
庫
と
な
っ
た
。
江
戸
医
学
館
・
昌
平
坂
学
問
所
の
蔵
書
の
多
く
は

明
治
五
年
に
書
籍
館
、
同
八
年
に
官
立
浅
草
文
庫
と
な
り
、
同
十
七

年
に
太
政
官
文
庫
に
統
合
さ
れ
、
内
閣
文
庫
と
な
っ
た
。
た
だ
し
そ

の
一
部
に
は
焼
失
し
た
り
、
国
内
外
に
流
出
し
た
も
の
も
あ
る
。
明

治
二
十
四
年
に
は
貴
重
書
三
万
冊
が
宮
内
省
図
書
寮
に
移
さ
れ
た

が
、
そ
の
他
は
そ
の
ま
ま
戦
後
に
至
り
、
昭
和
四
十
六
年
に
新
設
さ

れ
た
国
立
公
文
書
館
の
一
主
要
部
と
し
て
現
在
公
開
さ
れ
て
い
る
。

〔
蔵
書
目
録
〕
『
内
閣
文
庫
漢
籍
分
類
目
録
」
、
同
文
庫
編
、
一
九
五

六
。
「
内
閣
文
庫
国
耆
分
類
目
録
」
上
・
下
、
同
文
庫
編
、
一
九
七
四
．

七
五
。

〔
所
在
地
〕
〒
皿
‐
畑
東
京
都
千
代
田
区
北
の
丸
公
園
三
’
二
。
丑

○
三
’
三
二
一
四
’
○
六
二
一
・

〔
利
用
法
〕
閲
覧
は
満
二
十
歳
以
上
で
学
術
研
究
ま
た
は
調
査
を
目

的
と
す
る
者
に
は
だ
れ
で
も
許
可
さ
れ
る
。
印
鑑
が
必
要
。
閲
覧
許

可
証
を
発
行
し
て
も
ら
え
ば
一
年
間
有
効
。
複
写
は
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ

ル
ム
か
ら
の
焼
付
、
も
し
く
は
ポ
ジ
フ
ィ
ル
ム
に
て
交
付
さ
れ
る
。

（
小
曽
戸
洋
）


